
呼吸フィジカル

講師：慢性呼吸器疾患CN

循環フィジカル

講師：慢性心不全CN

迅速な急変予測と対応 講師：慢性呼吸器疾患看護ＣＮ ※レベルⅣ～Ⅴのどちらかで1回受講

教材：ナーシングスキル 　　　　慢性心不全看護ＣＮ 講師：慢性呼吸器疾患看護ＣＮ

やさしい心電図の見方 　　　　慢性心不全看護ＣＮ

教材：ナーシングスキル

緩和ケア がん看護（基礎編） がん看護（実践編）

講師：緩和ケアCN ①がん化学療法

②緩和ケア

がん化学療法 ※①②いずれか受講で可

講師：がん化学療法CN ※①②両方受講も可 講師：緩和ケアCN 講師：がん看護CNS

船木弥生 講師：がん薬物療法看護CN 講師：緩和ケアCN：小笠原瞳 伊藤直子副師長 小川雅子

　奈良祐子副師長 　がん薬物療法看護CN：

　奈良祐子副師長

院内留学 実践事例発表 在宅看護実習 院外研修　2回以上

希望部署交流研修 1事例について、個別性の （訪問看護1日同行）

ある看護を実践、結果 講師：訪問看護師

担当：教育委員 についてまとめる。 院外研修　2回以上

看護過程形式の書式

に沿ってまとめる。

　　　　各部署担当者 5分で事例を発表する。

①テーマ（未定） テーマ（未定） テーマ（未定）

講師：教育委員 2年目に必要な プリセプターやリーダー

看護実践技術を として必要な役割を

②テーマ（未定） 体験から学ぶ 体験から学ぶ

講師：教育委員

講師：教育委員 講師：教育委員

入退院支援室の紹介 退院前カンファレンス

講師：入退院支援室

退院支援 講師：入退院支援看護師 講師：入退院支援看護師 講師：入退院支援看護師 講師：入退院支援看護師

講師：教育委員 　　　　居宅ケアマネ 　　　　居宅・訪問看護 　　　　居宅・訪問看護 　　　　居宅・訪問看護

＜自主参加＞ 看護研究の基礎 看護研究の実際 研究支援 看護研究発表

講師：秋元静香　師長 看護研究計画書とは 研究計画書作成について 主研究者としての発表

講師：秋元静香 研究計画書提出

ケースレポートの発表

担当：教育(研究支援） 担当：教育委員会 査読：教育（研究支援）

講師：副部長 講師：主任会 講師：副師長会 講師：菊池優子 講師：鎌田玲子副部長

手洗い・PPE 感染防止の基本 洗浄・消毒・滅菌 医療関連感染（HAI)

感染管理体制 現場に活かす感染対策

（レポート）

講師：ICN 講師：ICN 講師：ICN 講師：ICN 講師：ICN

医療安全管理体制 医療KYTと事例分析

医療安全

血糖測定

点滴製剤・隔壁開通

酸素ボンベの取り扱い 講師：GRM 講師：GRM 講師：GRM 講師：GRM

講師：GRM・院外業者

災害看護 災害医療とトリアージ

講師：災害対策チーム 講師：災害対策チーム 講師：災害対策チーム 講師：災害対策チーム 講師：災害対策チーム

医療人としての接遇 クレーム対応 医療メディエーション

講師：接遇教育委員会 講師：医療メディエーター 講師：医療メディエーター 講師：医療メディエーター

8/4
（木）

レベルⅤ

基本的な看護手順に従い必要に応
じ助言を得て看護を実践する

標準的な看護計画に基づき自立して
看護を実践する

ケアの受け手に合う個別的な看護を
実践する

幅広い視野で予測的に判断し看護を
実践する

より複雑な状況下においてケアの受
け手にとって最適な手段を選択し、
QOLを高めるための看護を実践する

＜令和4年度　秋田厚生医療センター教育計画＞

秋田厚生連　教育理念：「豊かな感性・倫理性・自律性を身に付け専門職として成長する」

秋田厚生医療センター　教育理念：人間愛に基づき、患者個々に応じた安全で良質な看護を主体的に提供する　

　　　　　　　　　　　教育目的：①「人間愛に基づいた患者中心の看護」「誇りと責任を持ち患者に寄り添う看護」を実践できる看護職員の育成

　　　　　　　　　　　　　　　　②看護専門職として自己実現できる自律した看護職員の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ レベルⅣ

8/31
(水）

16：30

①ケモ
7/6
(水）

16：30

（仮）がん治療の患者・
家族支援

1/10
(火）
16:30

（仮）がん患者、家族の抱
える複雑な問題解決

9/2
(金）

16：30②緩和
10/19
（水）
16：30

患者を取り巻く「侵襲」について考えよう（仮）

9/30
(金）

16：30

②バイタルサインの根拠を知って、アセスメントに(仮）
　生かそう！(仮） 個々の「侵襲」についてアセスメント

※レベルⅡ～Ⅲのどちらかで1回受講 「侵襲」によって起こる生体反応について

①五感を駆使したフィジカルアセスメント

12/15
(木）

16：30

10/13
（木）

14:00～
17：009/1

（木）

看
護
実
践

※下記
「新人研修看護実践」参照

10月
～2月

11/4
（金）
16:30

①7～8月頃
②12～2月

ﾚﾎﾟｰﾄ
提出

申請期間内に看護実践結
果レポート:2本提出
マニュアル参照

ﾚﾎﾟｰﾄ
提出

申請期間内に看護実践計
画レポート:2本提出
マニュアル参照

看
護
倫
理

看護倫理の基本的な考
え方

4/7
（木）

倫理綱領を理解し
行動できる 5/26

(木）
16:00～
17:00

倫理原則の理解と倫理的
視点の育成

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

研
修

7/8
（金） 6/9

（金）
14：00～
17：00

6/23
(木）

16:00～
17：00

倫理的課題への
意思決定支援 7/28

（木）
16:00～
17：00

倫理的課題への
多職種協働 8/25

（木）
16:00～
17：00

講師：がん看護CNS
小川雅子

講師：がん看護CNS
小川雅子

講師：がん看護CNS
小川雅子

講師：がん看護CNS
小川雅子

講師：がん看護CNS
小川雅子

11/10
(木）

16：30

7/19
(火）
16:30

退院支援困難事例
への対応 1/13

（金）
16:305/30

（月）

教
育
研
究
能
力

看
護
研
究

10/5(水）
10/6(木）
いずれか
１日参加

5/27
（金）
16:30 12/7

(水）
16:30

地
域
連
携

4/7
（木）

退院支援における
意思決定支援 8/16

(火）
16：30

退院支援の仕組みの
理解

提出日
1/20
(金）

2年目ケースレポート
発表会聴講

10/5(水）
10/6(木)
16：00

相談者：部署役付職員・
教育委員

11/29
(火）
16:30

リーダーとして看護チー
ムを運営するために 9/29

(木）
16:30

組織が効率よく成果を上
げるためには 12/16

(金）
16:30

組織横断、地域と連携で
きるリーダー

看
護
管
理

当院の看護提供方式と
チームメンバーとしての
役割と理解

4/6
（水)

チームメンバーとしての
役割を果たす

4/5
（火)

6/15
(水）
16:30

8/26
(金）
16:30

10/28
（金）
16:30

自施設（部署）での感染
管理上の問題点抽出と対
策立案評価

1/30
（月）
課題
提出

安
全
管
理

医療安全の基本と現場で
の医療安全対策

6/21
(火）
16:30

ヒューマンエラーとエラー
防止対策

当院のBCPについて 当院の
ＢCP

訓練に
参加

※院内防災訓練参加

対
人
関
係
能
力

接
遇
・
メ
デ
ィ
エ
ー

シ

ョ
ン

6/29
（水）
16:30

医療現場の
ホスピタリティ 7/13

(水）
16:30

災
害
看
護

11/15
（金）

7/11
(月）
16:30

地震・火災時の
当院の対応 8/12

（金）
16:30

多数傷病者受け入れ訓
練（机上訓練）

12/9
(金）
16:30

10/14
(金）
16:30

管
理
能
力

8/2
(火）
16:30

11/1
(火）

16：30

9/9
（金）
16:30

医療事故発生時の対応と
事例を用いたGW

7/21
（木）
16：30

1/27
(金）
16:30

感
染
管
理

ク
 
リ
 
ニ
 
カ
 

ル
 
ラ
 

ダ
 

ー

臨
床
実
践
能
力

フ
ィ
ジ
カ
ル

ア
セ
ス
メ
ン
ト

5/12
（木）

11/15
（金）

動画課題

が
ん
看
護



①一時救命処置　知識編

対象者48名

②一時救命処置　実技編

講師：　看護師 ①の受講者対象

1回の人数16名

講師：皮膚・排泄ケアCN

講師：皮膚・排泄ケアCN

電子カルテの基本操作 演習
心電図モニターの
装着と管理

振り返り研修（2ヶ月後） リフレッシュ研修

講師：教育委員 注射や補液の準備 講師：教育委員 ※院外研修

褥瘡予防① 講師：教育委員 看護記録～基礎編～ 担当：教育委員

講師：皮膚・排泄ケアCN 輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ・ｼﾘﾝｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ 教材：ナーシングスキル 講師：教育委員

講師：臨床工学科 スポットチェックモニター ナーシングスキル

排泄ケアついて 薬品の取扱いについて 講師：臨床工学科 振り返り研修（５ヶ月後）

講師：皮膚・排泄ケアCN 講師：薬剤科 採血・点滴 担当：教育委員

演習 急変対応と予測 講師：教育委員

注射・補液の準備  　採血 講師：教育委員 振り返り研修（７ヶ月後）

皮下注射・筋肉内注射 社会人基礎力 夜勤業務について 担当：教育委員

ナーシングスキル 死後のケア

急変対応 看護必要度 講師：教育委員 成果発表

講師：教育委員 講師：記録委員 緩和ｹｱCN　小笠原瞳 担当：教育委員

褥瘡予防②

講師：皮膚・排泄ケアCN

①～④対象：今年度のプリセプター

⑤対象：次年度のプリセプター

※④の研修会は新人振り返り研修会

令和４年度の看護部基本方針

看護部組織としてのあるべき姿
講師：副院長看護部長

教材：ナーシングスキル
10年め、20年目、30年目の節目に合わせ自己の看護観を語る

担当：教育委員

講師：居宅ケアマネ

　 講師：公認心理師

①
②　　　内容未定
③

　 講師：言語聴覚士 担当：摂食・嚥下 口腔ケア委員会

共通項目【レベルⅡ～Ⅳまでの必須研修】※ラダーⅣ申請までに、1回受講すること　※複数回あるシリーズは、なるべく1年以内の受講すること

共
通
ラ
ダ
ー

救急 急変対応

＜2回シリーズ＞①～②

①一時救命処置　知識編
6/1（水）ｅラーニング教材：ナーシングスキル

②一時救命処置　実技編
※いずれか1回参加

7/29(金）16：00
9/12（月）16：00
10/20（木）16：00

   10/4(火）16:00（予定）
講師：認知症看護ＣＮ

皮膚
創傷

褥瘡
DESIGN-Rの正しい理解と評価　　※２年目必須

5/11（水）16:30

皮膚排泄ケア
ストーマと排尿ケアの基本

8/3 (水）16:30

高齢者
看護

認知症ケア

＜３回シリーズ＞①～③

①認知症看護の基本的考え方～認知症の理解とその接し方～　ベーシック
6/20(月）

教材：ナーシングスキル

②認知症看護の基本的考え方～認知症の理解とその接し方～アドバンス
9/7（水）16：30

講師：認知症ケア専門士

③認知症看護の基本的考え方～せん妄の理解とその接し方

8/18
(木)5/19

（木）
11/15
（金)

10月

新人研修　看護実践

※
新
人
研
修

　
看
護
実
践

対
象

（
レ
ベ
ル
Ⅰ
の
み

）

4/8
（金)

5/30
（月）

10月仕事についていけないと
感じた時

動画
課題 6/3

（金）
5/12
（木)

2023年
3/3
（金）8/18

（木）

トピックス研修
看護部長

講話

＜ラダーⅠ必須＞

全看護職員対象
4/28(木）　6/10(金）の

2回　16:30
看護部の概況

4/4(月）

プリセプター研修

＜5回シリーズ＞①～⑤

プリセプターとしての動機づけおよびフォローアップ
  ①6/30  （木）16:30

  ②8/29  （月）16：30

  ③11/21 (月）16：30

  ④3/3    (金）16:30

  ⑤3/10  （金）16:30
担当：主任会

4/6
（水）

4/8
（金）

4/14
（木）

対象者コード(下2ｹﾀ）：92　02　11

12/2（金）16：30※新人いずれか１日参加

看護必要度
研修

＜ラダーⅠ必須＞ 全看護職員
年1回必修研修

正しい看護必要度評価
12月5/12（木)

担当：看護記録（必要度）委員会

4/21
（木）

メンタル
ヘルス研修

自己のストレスの対処法
複雑な人間関係のなかで自己のストレスと上手な付き合い方を学ぶ 12/20(火）

16：00～17：00

摂食・嚥下 摂食・嚥下機能について

摂食嚥下に関する知識、技術を共有し、それらに関連する医療の質の向上を図る　3回シリーズ
①日時未定
②日時未定
③日時未定

在宅ケア
研修

在宅サービスについて
在宅サービスと意思決定支援 5/31（火）16：30

実習指導
学生の特徴に合わせた効果的な

実習指導
今どきの若者の特徴を理解し効果的な実習について学ぶ 11月25日(金）（予定）

16：00～17：00講師：看護学校教員

節目研修
12/1（木）16：30＜ラダーⅠ必須＞

}


